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　我国で初めて推進工事が実施されたの
は昭和 23 年（1948 年）でした。兵庫県
尼崎市内で軌道下を横断してガス管を敷
設するため、口径 600mm の鋳鉄管を延
長６ｍ推進したものでした。当時の施工
手法は、作業員が狭い管の中に入り、管
の先端開口部から前面の地山を人力で懸
命に堀る、その空いた空間に後方から管
を手漕ジャッキ（シップジャッキ）で押
し進める、正に、「管押し込み工法」を
地で行くものでした。もちろん、これは
特殊、特異な工事手法でしたので、開発
業者などごく少数、特定の建設業者でし
か扱いませんでした。

　昭和 40 年代半ば、全国の主要都市では、
急激な人口増加による生活排水や工場排
水の増大により、周辺河川などの水質汚
濁が顕著となり、大きな社会問題となり
ました。これを契機に、全国各地で下水
道整備の機運が高まります。大都市での
整備手法は、当初、「合流式」が基本と
され、その幹線管渠は菅径が大きく、埋
設位置も深くなります。同時に、都道府
県が事業主体となる流域下水道も全国展
開されました。ここでも、幹線管渠は、
口径が大きく、埋設深も深いものでした。
ここで活躍した手法は、大手建設会社が
保有するシールド工法でした。

　でも、下水道でほしいのは、口径がせ
いぜい２ｍ程度、地下鉄を通すような大
口径はいりません。シールド工法をもっ
と簡素にできないか、そして工期を短縮
し、建設コストを安くできないか。現場
サイドから発想されたのが「セミ・シー
ルド工法」、文字通りシールド工法のミ
ニ版です。シールド工法とほぼ同等な機
能を有する掘進機を先頭に立て、管を後
続させながら地中に管路を構築する、今
で言う「大中口径管推進工法・密閉型・
機械掘進方式」です。
　こうなれば、現場サイドから様々なア
イデア、技術提案が出てきます。そこに、
全国各地でこの新工法に熱意を抱き、怯
まぬ情熱を傾け、独自技術を開発して、
推進専業の企業化を果たした先駆者が現
れました。本日、お集まりいただいた方々
の “おやじさん “達でした。
　本日は、その息子達に、親父さんをど
う見ていたか、どうして今の人生の道を
選んだのか、そして、これからの推進世
界の未来像をどう見ているか、熱く語っ
て頂きます。
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石川：本日は、「月刊推進技術」300
号発刊記念として、我国の推進技術、
関連業界のこれまでを確認し、これか
らをどう見るか、どうしたいかを熱っ
ぽく語って頂くことを趣旨に、現在、
推進二代目として元気に活躍されてい
る4人の方々にお集まり頂きました。
　それでは、まず、ご自身の自己紹介
を含め、ご自分の会社の特長、強みな
ど、多少、自慢げに紹介下さい。
越智：三興建設の越智です。『お客様
のニーズに合わせ、感謝の心で安全に、
良い物（仕事）を安く、早く提供し社
会に貢献する』をモットーに各種の工
事に取り組んでおります。当社地元広
島県江田島市では、一般土木を始め地
域に根付いた活動を行っております。
推進分野においては推進工事のみなら
ず立坑築造工事、地盤改良工事等を
トータルサポートできる会社としてお
役に立たせていただいております。ま
た、海外にも進出し、台湾、韓国にお
いてパイプルーフ工事、推進工事を施
工させていただいております。下水道
再構築分野においては改築推進工及び
仮排水工において10年以上前から力
を入れて取り組んでおり、ノウハウを
蓄積して参りました。そのノウハウが
東日本大震災の復興のお役に立ててい
ることを誇りに感じております。また
常に技術開発に努めており、IT分野で
は2年連続中小企業IT経営実践認定企
業に認定されました。技術を改良、改

善すべく切磋琢磨すると共に時代ニー
ズにマッチした関連の商品も開発し、
社会にお役に立てるように努力してい
ます。
宮地：地建興業㈱宮地秀将です。現
在、少子高齢化、長きにわたる建設業
の不況により建設従事者が極端に減っ
ています。そんな中、当社は早くから
新卒採用を積極的に行ってきており、
若い世代が育ち技術をもった人材が増
えてきました。その若い世代が多いこ
とは、強みだと思っています。また、
創業からずっと技術を磨くことに専念
してきましたので、現在は難しい現場
にもチャレンジできるようになりまし
た。その技術力も強みです。これから
も、どんどん技術を磨き、成長する会
社になるように努力していきます
安田：お世話になります。ヤスダエン
ジニアリング㈱常務取締役安田一成で
す。我社は1975年に設立し、当初は
地盤改良いわゆる薬注からスタートを
し、その後、これからの下水道整備は
推進だという事で、推進を始める事に
なりました。その後時代の流れに乗り、
売り上げも右肩上がりで増えていき、
その利益で設備投資をしてきました。
今現在では、自社で掘進機の開発及び
製作を行い、小口径、中口径、大口径、
泥水、土圧、泥濃とあらゆる工法を高
い技術力で施工できるのが強みだと思
います。また、海外進出にも力を入れ
ており、韓国には現地法人を設立して

施工を行い、台湾では現地企業とタイ
アップしながら施工を行いました。こ
こ最近では、ベトナムとインドネシア
の市場を開拓中であります。
米森：サン・シールドの米森と申しま
す。本日はどうぞよろしくお願いしま
す。当社は昭和63年に愛知県西尾市
で産声をあげました。その当時愛知県
では、下水道幹線の敷設工事が盛んで
あり掘進機をレンタルして施工をする
のが主流であったと聞いております。
だったら「自社で掘進機を製作してみ
ようか」という発想が生まれ、礫・玉
石層の施工が可能な「ラムサス工法」
を確立させ、後に小口径礫破砕長距離
推進が可能な「ラムサス-S工法」を開
発し、今では全国で引き合いをいただ
けるようになりました。
石川：皆さんが物心付く頃、あるいは
小学生の頃かも知れませんが、親父さ
んの仕事をどう感じていましたか。そ
こで懸命に働く親父さんの背中をどう
見ていましたか。また、学校の友達ら
のなかでどう思われていたのでしょ
う。たとえば、友達を家に呼んで遊ぶ
時など、推進用のごつい器材が無造作
に並んでいれば、普通のサラリーマン
家庭と異文化の世界で、多少なりとも
誇りも感じられたのでしょうか。
宮地：父の仕事に関しては会社も機材
置場も自宅から離れておりましたし、
うちでは仕事の話を一切しなかったの
でよくわかっていませんでした。今考

石
い し か わ

川　和
か ず ひ で

秀
（公社）日本推進技術協会

専務理事

物心つくころ
懸命に働く親父さんの
背中をどう見ていましたか


